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＜患者様連絡事項＞

・出河　攻様～鼻汁、鼻閉、咳嗽続いている為、PL3.0g　3×nde/3日分臨時処方となって

います。
・八木橋　牧雄様～本日ケース会議実施しています。
・宮澤　啓様～本人様、OTスタッフ、病棟スタッフにて病棟で行う作業内容を検討していきます。
・江刺家　陽輝様～保護者より12/24(土)午前中面会に行きますとの情報あり、本人様へお伝えしています。

＜注目患者様ケース検討＞
・川村　幸子様～昨日、20：00「電磁波をかけられた」と話し、体の震え、イライラ感の訴えあり、予測指示のヒベルナ（25）１Ｔ服用しています。

　　　　　　　　今朝起床後、異常体験に左右された訴え無く「95％くらい良いです」と話されています。本日は、プログラム拒否無く参加され異常体験に左右された言動は聞かれません。

→以前までは午前中、アカシジア症状やイライラ感を訴える事が目立っていますが、ここ最近は、準夜帯に不調を訴える事が目立っています。引き続き、精神症状の変化に注意していきましょう。

＜八木橋　牧雄様　ケース会議＞

参加スタッフ：主治医、通所スタッフ、担当SW、うみねこ幸房スタッフ、外来スタッフ、

心理スタッフ、病棟スタッフ、本人様

スタッフへの依存心が強く、退院に対しても消極的である為、本人様の考えや意見を聞き

検討している。

・現在、不安に感じている事…衣食住の住は、アパートも決まったので解決出来ていると思う。食事も近所によこまちストアがあるので、問題無いが、今不安に感じているのは金銭面について。2か月毎に9万円支給されるが、その中で単身生活が出来るか不安。


お酒の方は飲酒欲求が無いので絶対飲まないので心配は無い。

飲酒を絶対しない根拠は？

→プログラムでも勉強したし、周囲にも迷惑を掛けれないと思った。

前回も同様の事を話し飲酒したが？

→病院や地域とのつながりを維持し断酒を続けていく。
金銭管理について
入院前にどの位貯金していたか？

→覚えていない。

金銭管理を具体的にどのようにしていくか？

→レシートを貼り帳簿をつける。
・退院後の生活について…うみねこ幸房に月～金通い、パン作りをしたい。土日は青明舎の活動室を利用していきたい。また水曜日にはAAへ参加し、ナイトケアの利用も検討している。

青明舎は毎週土曜日やっている訳では無いし、日曜日は休みなので、その日は自分で管理していくしかないのでは？
→出来れば、誰かに見ていてもらいたい。抗酒剤の服用もあるし…。
前回、1つの弁当を2食に分け冷蔵庫に保存もせず、食べていたり、腐ったご飯を1週間食べていた事があり衛生上良くないので、そのような事はしないように。貯金があるのであれば、冷蔵庫と炊飯器は必ず買うようにして欲しい。
・退院後利用するサービスについて…ナイトケアを検討していき、入浴も冬場は利用したい。アパートに引き篭もらないようにしていきたい。

　

・抗酒剤の利用について…以前抗酒剤を飲み、飲酒した事があり、怖い経験をしている。

けど、抗酒剤を飲み断酒している事を周りに証明したい。

　　　　　　　　　　　日曜日にもスタッフに来てもらい抗酒剤を飲んだのを確認して

もらいたい。
シアナマイドでは無く、ノックビンを検討する方法もある。ノックビンであれば一週間の効能があるので、外来時服用して貰う事も可能。
→じゃあそうする
具体的な退院日については兄様が12/26(月)来院予定の為、主治医と相談し決めていく。
＜勉強会＞

アルコール依存症のストレスを適切に処理できない患者様への看護　　担当：星NS

（資料別紙参照）
アルコール依存症のストレスを適切に処理できない患者様への看護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

星　とも子

　アルコール依存症は病気であって、単なる酒ぐせが悪いとかいう間題ではありません

しかし、病気だから治るんだということを認識させることがとても大切です。「飲まなければよい人だ」などといいかげんな言葉で慰めるのは絶対禁物であることを知っておいて下さい。

アルコール依存症の苦しみ悩みを本当に理解してあげる。酩酊して良い調子になっているなんては思ってはいけないのです。アルコール依存症の患者さんを説得する場合には、”なにわぶし調”の説得は効果がありそうです。覚醒剤やシンナー依存の人と違って、アルコール依存症の場合には「年老いた母親のことを考えてごらん」とか「子どものことを考えてごらん」と治療者自身も共感して涙を浮べて語りかけるといった真剣な態度が必要ですし、家族間の葛藤を処理してあげることも大事です家族は患者さんを「もう殺してしまいたい」と考えている場合も多いのですが、その一方で「なんとか助けたい」という気持で一杯なのですまた、患者さんの方も「女房を殺したい」という気持がある反面で、「なんとかしてくれ」と甘えているのです。

このような患者と家族の心境、葛藤状況を理解してあげて、治療者は、患者と家族の間に立って、ある種の”仲人役”のように、一方だけの味方ではなくて、両方の側ともうまく立てながら、葛藤状況を処理してあげることが肝要なのです。断酒に関する書物とか断酒会員を紹介してあげるのも良い方法です。＜アルコール依存症は必ず治るんだ。ここに、こんな証人がいますよ＞ということを実際に見せてあげることによって、患者さんや家族の励みになると思います。アルコール依存症では、家族は「もうだめだ」と諦めていることもあります。「この人は、もともと意志は弱いから・・・」「断酒はとても、うちの人には出来ないはずだ。」などと、きめ込んでいる家族もいます。

しかし、断酒会員の回復者に紹介して彼等の経験談を聞かせてあげるという試みは、回復のために相当の効果をあげるものです。

＜決して、甘えを許してはいけないのです。＞　

　治療者が、患者さんや家族の苦しみ、悩みを理解してあげることは大切ですが、彼等の甘えを許していけないのです。そのため、治療者は、彼等と一定の距離をおくことが肝要であり、のめり込んではいけないのです。彼等の自主的な力をパワーアップするための方法を教えてあげて、支援してあげるといった態度を保つことが大切です。アルコ―ル依存症回復への様々な方法は、すべて計画的に実行することが必要です。

また、アルコール依存症治療のルートに乗せる場合に、外来通院だけでよいか、入院させねばならないかと、保健婦の訪問活動だけでよいか、断酒会の力を借りるのがよいのか、家族や周囲の理解はどの程度か等々について、患者さんや家族の状態を十分に把握して時期を失せず、早めに一応の目途をつけることが大切です。アフターケアの間題ですが、退院しても、家族や関係者は「こいつはダメだろうなあ・・・」という気持で見ておられる場合が多いものです。それを患者さんは敏感に感じとって淋しい思いをしているのです。ですから＜誉めてあげる＞＜信じてあげる＞く誇りをもたせてあげる＞といったことを試みて下さい。

アルコール依存症が回復しても、ノイローゼとか、うつ状態になる患者さんもいます。

この場合には、もう１度治療が必要です。大低、外来通院による薬物療法で十分に改善するものです。ストレスは５つのタイプに分けられる。

【A緊張ストレス】

　人にあうのがストレス。緊張すると手に汗をかき、口の中はカラカラになる。相手の顔をまともに見られない。酒が入って入って入ればリラックスできるのに・・・・・。

　非常に慎重で感受性が強いのです。他の人が気にとめない事が気にかかる。だからお酒で感受性を鈍くしていたのです。人間には失敗する権利があります。失敗は学習のチャンスです。あなたにとって小さな失敗を繰り返して失敗して失敗に慣れる事が役にたちます　　　　　　

【B】板ばさみストレス

頼まれるとイヤとは言えず、つい誰にもいい顔をしてしまう。その挙句に板ばさみとなり、双方から避難、攻撃されてしまう。

　あなたにとって、人生の目標は何ですか？他人を喜ばす事ですか？それともあなた自身の健康や、充実した人生ですか？心の奥では誰でも自分が一番大切だと知っているはず。ところが、あなたが相手に面と向かったその瞬間、「他人を喜ばせよ」という声が頭に鳴り響いて、その声に駆り立てられて行動した結果、窮地に陥ってしまうのです。相手の申し出を断ると、相手に見捨てられるのではないかと恐れていませんか？「自分を尊重する私の選択を相手は分かってくれる」という信頼感が必要です。一時的に相手が不機嫌になってもやむを得ません。世の中には怒りんぼもいるのです。出来ない事は出来ないとはっきり言ったほうが結局は「頼りになる人」と呼ばれるはずです。

【Ｃ】過剰反応ストレス

ちょっと注意されても、カッとなってしまう。そのためどこの職場でもうまく行かない。

あなたは、「自分の存在が押しつぶされた」と感じて、カッとなるのですね。もしかしたら小さい頃、誰かに不当に押えつけられたという怒りえおもっているかも知れません。うまくいかなかった場面を思い出して、その時自分が本当に言いたかったをもう一度冷静に考えなおしてください。「自分は今、具体的になにをどのようしたいか」と考えて、理性的に交渉する努力を。たとえば目の前の人にどいてもらいいたいとき、どちらの言い方が、より相手に伝わるでしょうか？「何をぐずぐずそこに突っ立てるだ」「そこに立たれるとじゃまになりますから、通路をあけてください」　あと言い方のほうが、早く目的を達成できます。

D【腹立ちストレス】

大変な思いをして酒をやめているのに、家族は何も努力していない。妻の掃除の仕方やアイロンのかけ方、息子の態度など、腹が立つ事ばかり。大変な思いをして酒をやめているのに、家族は何も努力していない。

妻の掃除の仕方やアイロンのかけ方、息子の態度など、腹が立つ事ばかり、気持ちは分かります。楽しい酒を犠牲にして、家族の為に酒をやめたんですね。それなのに、家族はあなたの期待に答えてくれない…本当にそうですか？お酒をやめて一番得をしたのあなた自身ではありませんか？人生を長く健康に楽しめる可能性が開けたのです。その喜びを味わってください。あなたにとって一番の楽しみは何ですか？読書？音楽？美しい自然？あなたが批判的になるのも、ムリはありません。お酒をやめて感受性がみがかれたために、期待の念が高くなったのです。相手を思う通りにしたい要求が出てくるのは自然です。けるどその要求は、現実の相手には当てはまらないこともあります。自分の期待が高すぎる事に気づいて、基準を暖めてください。あなたが変えられるのはあなた自身です。相手を変えることは出来ません。

【Ｅ】焦りストレス

酒をやめたからには、これまでの遅れを少しでも取り戻したい。残業続きでクタクタだが休んでいられない。あなたの心の中では、「もっと努力しろ。頑張れ」という声が絶えずきこえているのですね。この声に駆り立てられていると、永遠に火の車の中で努力を続けることになりますよ。あなたがお酒をやめたのは、素晴らしいではありませんか。その成功感と達成感をまず味わわってください。自分が焦っていると気づいた時は「焦るな」と否定的に言い聞かせるではなく、ゆっくりと肯定的に言い聞かせてください。

ストレスや心の悩みでいる時は安心して相談出来るような、環境調整が必要です。酒をやめて体が健康になった。精神面も回復し、良くなった。人間関係が良くなったなど酒をやめたら、我慢と忍耐の連続だと思っていた人が、断酒が安定してくると、失っていた心身の健康を取り戻し、飲んでいた時より人生を楽しみ始めますと・・・話しかけて見てください。
